
重文 金銅柄香炉を
こんどうえごうろ

観察してみよう
かんさつ

重文 金銅柄香炉 平安時代 12世紀

年 組 番 名前

じゅうぶん
へいあんじだい

せいき

なに

Q1

何でできているだろう？

1. プラスチック

2.  金属

3.  ガラス

きんぞく

こ
う

お寺の儀式でお香を用いてその場を清めるために使われました。

手に持って使うために、長い持ち手が付いています。

もちぎしき

つか ても

つか

ながもて つ

きよてら ば

持ち手はどこだろう？丸で囲ってみよう

Q2

も まるて かこ

正面から見たらこんな感じ

しょうめん み かん

重しが特徴！

こんな形もあるよ。獅子の形！

かたち しし かたち

重し豆知識
おも まめ ち しき

重文 獅子鎮柄香炉 東京国立博物館

画像出典
重文 獅子鎮柄香炉：Col base（https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/N-282?locale=ja）

おも とくちょう
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